
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

　R4年度さいたま市学習状況調査の自校結果より「家で自分
で計画を立てて勉強していますか」の質問項目において、肯定
的な回答の割合を3pt向上させる。

　手帳を効果的に活用して、先を見通して時間を有効に
活用できるように指導を行う。また、単元や題材のゴー
ルを適切に設定する等、見通しをもちながら自分の力で
解決する場を設定する。

知識・技能
　R4年度さいたま市学習状況調査の自校結果より国語・数学
の「知識・技能」において1pt向上させる。

　「スタディサプリ」や「ドリルパーク」を活用し、国語・数
学に関する基本的な事項の反復・習得を行う。また、こ
れらの活動を通して、予習と復習を習慣化し、見通しを
もって授業に取り組めるようにする。

思考・判断・表現
　R4年度さいたま市学習状況調査の自校結果より国語・数学
の「思考・判断・表現」において1pt向上させる。

　各教科やSTEAMS TIMEにおける生徒の探究的な
活動を通して、思考力・判断力・表現力を身に付けさせ
る。また「Teams」やミライシードなどを活用して思考か
ら表現までの過程を可視化し意見の共有や協働作業を
行う。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒

思考・判断・表現 　変更なし ⇒
　標準偏差から正答率にばらつきがあることが分かっ
た。そのため、単元を見通した授業の中で、学習形態を
工夫し、アクティブラーニングを推進し、探究的な活動を
より多く行っていく。

主体的に学習に取り組
む態度

　変更なし 　変更なし

知識・技能 　変更なし 　変更なし

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

中１

中３

中２

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現
　３教科すべてにおいて、「知識・技能」の項目と比較して、正答率が低く、また無回答率が高くなる傾向
にあった。ただし、全国平均の数値を大きく上回っている。

主体的に学習に取り組
む態度

　アンケートから全国平均と比較して、塾も含めた家庭学習に取り組む時間が長い。また、家で計画的に
学習しているかという点については、全国平均を上回ったものの、昨年度の本校の結果とは大きく変わ
らなかった。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
　国語・数学・英語の３教科について、どの教科においても全国平均等に比べて、正答率が高く、無回答
率が低い傾向にあった。また数学と英語は標準偏差から見る、正答数のばらつきが大きく、この２教科
に比べて、国語はばらつきが低い傾向にあった。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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